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高齢者衣料側発のための体型モデルに関する研究

　東京都立繊維工業試験場Ｏ 岩崎謙次、小高久丹子、番場紀久雄、mm　香、北原　唐

　　　　　　　文化女大家政　　　　　　　三吉満智子、広川妙子、斎藤嘉代、磯崎明美

目的　近年、健康でいきいきとしたファヅシ・ンに興味を持つ高齢者が増加している。特

lこ、女性のファッシＳンに対する意識は強い。しかし、高齢者女性4こついての意識調査や

体型計測揉事例が少なく、これからという現状である。そこで、今回、「快適な衣生活を

高齢者に」を目標4こ、体型計測およびアパレル設計用ボディ（人台）の製作を行った。

方法　首都圏に在住の50代～70代女子について、次の調査・計測を実施した。

　　1.高齢者女性の衣生活についての意識調査（625名）

　　2.高齢者女性のマルチン計測、シルエッタ計測<305名）

　以上の調査・計測から基本統計量の算出、主成分分析法による情報の集約を行い、その

結果から８サイズのヌードボディを作製した。製作の過程で憾、統計結果から抽出したそ

デル30名の三次元計測を行い、その結果も踏まえてボディの形態を決定した。

結果　パリマックス回転を行った主成分分析法の結果で揉、第１主成分に周径項目4こ関す

る軸を抽出した。この軸をベースに３つの領域に分割し、胸囲88、胴囲75、腹囲91、腰囲

93、背丈37cmの標準モデルＭを中心1こ、sモデルーLSa～哺｡5（p、Lモデル0.5｛r～1.5cr

の平均値からモデル寸法を設定し、Ｓ、Ｍ、Ｌのアパレル用高齢女性ヌード・ボディ3体

を開発した。

2Ap-12　　　　　　　　　　　　　　　高齢者の温熱環境測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郡山女子大　菅原文子

　　目的　東北地方の農村部では、従来からのこたつ、開放型灯油ストーブによる局部暖房

　で生活している例が多く、一一一般に室温が低い。そのために、特に、高齢者にとって、健康

　上支障を来寸ことが多いとの予測から、東北南部の都市周辺の１戸建住宅の調査を行った。

　　方法　測定対象住居は、農家５戸、一般住宅４戸について、9 2年1 2、9 3年１、２、

　３月にデーターロガを用いて１日の冬季の室温を測定し、生活パターンと暖房のパターン

　を求めた。測定箇所は。居間、洗面所、台所（DK含む）便所である。同時に外気温の１

　日の測定も行い、外気温か室内温度に与える影響を求めた。そのうらs戸において、高齢

　者に血圧測定を行った。

　　結果　夜間は外気温の影響をうけ、起床時には居間の室温は低くこの段階でストーブに

　着火するが、1 0時頃になると消火し、こたつのみの生活となり、夕食時に再びストーブ

　を使用するというのが一般適なパターンであって、昼間の居間の室温は1 or前後である。

　この特徴は、農家、一般住宅とも同様で、人の集まる居間のみの暖房であるため、台所、

　洗面所、便所の温度はかなり低く、ことに便所は、5°C以下である例が多く、夜間外気温

　と差がない場合もあった。日中の居間の室温は健康上から、せめて２ o°c程度まで上昇さ

　せることが必要と思われる。

　　同時に測定した血圧は、寝室が北側にある場合が多く室温が低いため、起床時、便所の

　使用時、台所の水仕事の時上昇する傾向が認められた。
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